るに 従って、 はからずも 頭蓋の 一部に ビ— ル瓶 様の 兇 

器で 殴リ つけられた、 明かに 他殺の 証跡が 残されて い 

るの を 発見した。 

ふる 

私 は 驚きに 顫えながら も、 つとめて 平常 を 装うよう 

にして、 静かに 夫人に 訊ねた。 

「御主人の 屍体 は、 ヨットの 中に ありまし たか？」 

すると 夫人 は 私の 顔色 を 見取って か、 急に 不審 気な 

おどおどした 調子で 答えた。 

スタ I ン 

「いいえ、 船尾の 浮袋へ、 差 通された ように 引つ かかつ 

て、 口 ー プで 船に 引かれる ように 水び たしにな つてお 

りました」 



「ヨット は 最初 誰が 見つけました か？」 

私 は 再び 訊ねた。 

はや かわ しら さめごう 

「下男の 早 川で ございます。 あれ は、 白 鮫 号 を 見つけ 

ますと、 すぐに 泳いで、 連れて来て くれました。 でも 

先生、 なぜで ございます」 

「奥さん、 これ は、 大変 重大な 事件で ございます。 I 

I 御主人 は、 昨晚 何時頃に お出掛けに なりました か？」 

あお ざ かし 

「さあ …… 」 と 夫人 は 蒼 褪めて 小首 を 傾げながら 不安 

気な 様子で、 「いつの 間に 出掛けました か …… なんで 

も 今朝の 七 時に 主人の 寝室に 参りました 時、 始めて そ 

れと 気づいた ほどで ございま すので …… それに、 主人 



「ああ 左様です か。 では その 前、 つまり 御主人が その 

ようになられる 前に、 御主人と 話 をされ たような 御 来 

客はなかったです な？」 

きのう 

「ええ、 お客様 はおろ か、 昨日 は 郵便物 も ございませ 

ん でした。 もっとも、 いつだつて、 此処 を 訪ねて 下さ 

る 方 は、 滅多に ございま せんが —— J 

夫人 はそう 云って 先程の あの 淋しげ な 顔色 を チラ ッ 

と 見せた。 が、 すぐに 次 を 続けた。 

「 …… でも 確かに、 なに かひ どく 心配な ことが 起きた 

に 違い ございません。 それ は 心配、 なぞと 云います よ 

り も、 いっそ 恐： £ と でも 申しましょう か …… こう、 ひ 



た大檣 帆の 裾 は 長い 檣 柱の 後 側から 飛び出した トラべ 

ラ ー を 滑つ て、 恰度 力— テン を 拡げた ように 展 せられ、 

プ ラウ ジ ブ 

船首の 三角帆と 風流に 対して 同じ 角度 を 保た せながら 

うきぶくろ 

口 ー プで 止められた ままに なって いる。 舵 は 浮囊を 

縛リ つけた 口 ー プで 左寄り 十 度 程の 処へ 固定され、 緑 

ラダ I 

色の 海草が、 舵 板の 蝶番へ 少しば かり 絡みつ いていた。 

東屋 氏 は 口 ー プの 端の 浮囊を 指差しながら 下男に 訊 

ねた。 

スタ I ン 

「御主人の 屍体 はこの 浮囊へ 通されて 船尾に 結びつけ 

てあつ たんです ね？」 

「ええ そうです」 



何 か 船中に 残って いませんでした か？」 

「別に、 ございませんで したが …… 食卓 用の、 ソフト- 

チョコ レ— トの チュ— ブ がー つ 落ちて いました」 

「それ はどうし ました？」 

「空でした から、 海の 中へ 捨てて しまいました」 

「捨てた？」 

東屋 氏 は 呆れた ように 苦笑いしながら ヨット を 降り 

スタ— ン 

かけた が、 ふと 船尾 寄りの 小さな 船艙に 眼 をつ けて、 

再び 戻る と、 その 蓋 を 開けて 中 を視き 込んだ。 が、 や 

がて 身をかがめて その 中へ ぐっと 上半身 を 突 込む と、 

黒い 大きな 貝 を ひとつ 拾い あげた。 



「ええ、 ま 大体 …… 」 

「昨夜 は？」 

ガ ス なぎ 

「海霧が あった ほどです から、 無論 ffl で したでしょう」 

「よし、 ともかく 船 を 出そう」 

東屋 氏 は 進み出た。 

あぶなげ 

この 速 製の 探偵 屋に 最初のう ち少 からず 危気 を 覚え 

ていた 私 も、 いま はもう 躊躇す ると ころな く、 下男と 

力 を 合わせて 白 鮫 号 を 水際 へ 押し出した。 

やがて ヨットが 静かな 磯 波に 乗って 軽く 水に 浮ぶ と、 

東屋 氏 は 元気よ く 飛び乗った。 そしてな にか ひどく 自 

|n あ リナ y j 、 



てる 害 だからね」 

「うむ。 全く だ。 判った、 判った。 つまり 深 谷 氏の 屍 

体が、 その 泡の 浮いて いると ころで 水中に 投げ込まれ、 
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船尾へ 口 ー プで繫 がれたん だな」 

「そうだ。 だが それだけ じゃあない。 ただ 深 谷 氏の 屍 

体が 船 外に 投げ出された だけで はなく、 深 谷 氏よりも 

もっと 重かった 害の 彼 以外の 重量 < 間なら 二人の 

大人 だ。 そうだ。 深 谷 氏の 親愛なる 二人の 同乗者 —— 

それ も、 恰度 その 個所で 船から 降りて しまったの だ。 

つまり 白 鮫 号 はすつ かり 空に なった わけさ。 ね、 いい 

かい、 深 谷 氏の 体重が 一 つ 減った 位で は、 とても 白 鮫 



ところが 東屋 氏 は、 早速 彼女 を とらえて 短刀 直 入 式 

に 質問 を 始めた。 

「こちらの 御主人 は、 いつも 夜中に 海へ 出て、 いった 

い 何 をされ るんで すか？」 

「さあ …… 」 

みは 

と 彼女 は 驚いた ように 眼を瞠 りながら、 

「でも、 夜中に ヨットへ お乗りになる の は、 キヤ プテ 

ン の 御 趣味なん です もの …… 」 

「随分 変った 趣味です ね …… 貴女 も、 お供 をした こと 

があります か？」 

「ええ、 暫く 以前の ことです が、 一 S ございます …… 



りで ございま すわ」 

「昨夜 御主人 は、 なに を 心配して 見えたん です か？」 

「え？ さあ、 少しも 存じません。 なんでも 大変、 

お 顔の 色 は 悪う ございま したが —— 」 

彼女 は 不審 気に 東屋 氏 を 見た。 

「では 昨夜 は、 誰れ と 一緒に ヨットへ 乗られ たんです 

か？」 

「いいえ、 キャプテンお 独り だけで ございました」 

「11: 時 頃 出られ たんです」 

東屋 氏 は 益々 執拗 だ。 

「さあ、 存じません が …… 早 川さん と 私 は、 それぞれ 



「御 年配 は？」 

ひと リ 

「さあ、 四十 位？ と 思います が …… まだお 独身で、 

快活な お 方です から、 キャプテンよりも むしろ 奥様 や 

洋吉 様と お 親しい 様子で …… 」 

「ああ その 洋吉 さんと 云う 方 は、 奥さんの 御 舎弟で 

すって ね」 

「ええそう です。 チョコ レ— トの お好きな、 随分 モ 

ダ ー ンな 方で、 この 春 大学 を 御 卒業な さつてから、 ずつ 

とこ ちらに いらっしゃ います わ」 

「チヨ コレ ） ^が 好き？」 

私 は 瞬間、 先程の 下男の 言葉 を 思い出して、 思わず 



そこで 彼女 は、 ほっとし たように 急いで、 主 館の 方 

へ 引返して 行った。 そして 間もなく 私達 は 物置の 中へ 

はいって、 銘々 に 秤へ 懸り はじめた。 

先ず 東屋 氏が 五六 • 一 二 〇 瓧、 次に 私が 五 五 • 〇〇 

キロ キ □ 

〇 瓱、 下男の 早 川が 六 五丄ー 〇〇 瓧。 二つの 石 は 合せ 

て 一四. 六 〇〇 瓧。 そして 合計 一 九 〇 • 九 二 〇 瓱。 I 

東屋 氏 は、 以上の 数字 をノ— トへ 記入しながら、 

キロ 

「合計 一九 〇 • 九 二 〇 瓧と、 さあよ し。 つまり これが、 

昨夜の 白 鮫 号に 加えられた、 最高の 重量と 云う わけ だ。 

…… じゃあ ここらで、 昼食に ありつく としょう か」 



に 逢いませんでした か？」 

「逢いませんで したよ」 

シガ— 

と 今度 は、 いままで 黙って 卷葉を 燻らして いた 黒 塚 

氏が 乗り出した。 

「では、 海の 上に、 白 鮫 号 は 見えませんでした か？」 

あわれ 

すると 黒 塚 氏 は、 口元に 軽く 憫 むような 笑い を 浮 

ベながら、 

「なにぶん 闇夜で、 生憎 薄 霧 さえ 出ました からね …… 」 

そ y J で 東屋 氏 も 笑 い ながら、 

「お 風邪 を 召されませんでした か？」 

とそれ から 急に 真顔に なって、 「ところで、 大変 あつ 



調子で 口を入れた。 

くろうど 

「成る 程ね。 しかし われわれ 玄人 側から 見る と、 貴方 

の そのお 考えに は、 少々 異論が 出ます な …… 」 

東屋 氏の 顔が 心 持 緊張した。 私 もつ いつり 込まれて、 

思わず テ— ブルの 上へ 乗り出した。 

「貴方 は 口— リング、 つまり 横揺れ を 考慮に 入れて い 

ない」 と 黒 塚 氏が 始めた。 

「御 承知の 通り、 この 口 ー リング は、 どんな 船で も 多 

少に かかわらず 必ず 作用す る もので してね。 で、 この 

場合、 空の 白 鮫 号の 吃水 線 上 五 吋のと ころに 泡の 線 

が 着いて いたにしても、 それ を もって 直に 九 〇瓧 〔# 



「九 o 瓧」 は ママ〕 強の 重量が 積載され ていたと 断定す 

るの は、 甚だ 早計な 観測 だと 思う のです。 と 云う の は、 

たとえ それだけの 重量の 抵抗が なか つたと しても、 

口 ー リングに よって 船が 左右に 傾けば、 その 角度の 大 

小に 従って 舷側の 吃水 線 は 上下し ます。 そしても しも 

海上に 泡が 浮いて いたと すれば、 幾度 か 上下した 吃水 

線のう ちの 最上の 線に 沿って、 その 泡 は 残ります。 つ 

まリ 空の 船が 水平に 浮かされた 場合の 標準 吃水 線 以上 

の 位置に、 貴方の 見られた、 第二の 別な、 泡の 吃水 線 

が、 何にも 乗らなくても、 口 ー リングで 作られる ので 

す。 戎る程 あの 吹き溜り では、 波 はなし、 岬の 陰で 虱 



「大変 有力な お 説です。 だが ここで ひとつ、 私の 素人 

臭い 反駁 を さして 貰いましょう。 で その 前にもう 一 度 

申 上げて 置きます が、 あの 泡の 吃水 線 は、 白 鮫 号の 

船体の 周囲、 舷側 全体に 亘 つて 同じ 高さ を 持って いる 
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のです。 つまり 泡の 吃水 線 は 船首 も 船尾 もどの 部分 も 

一様に 水平であって、 少しの 高低 もない のです。 —— 

で、 私の 考えと しまして は、 只今 被 仰った 口— リング 

の 作用に は、 原則として 必ず 中心と なる 軸、 と 云い ま 

ブラウ スタ I ン 

すか、 まあ この場合 白 鮫 号の 船首と 船尾 を 結ぶ 線、 首 

尾 線と か 竜骨 線と か 云う 奴です ね、 とにかく その 軸が 

ある 害です。 でもし、 貴方の 被 W つたよう に、 あの 泡 



「では、 先程のお 願い を、 お 聞 入れ 願いたい と 思い ま 

す」 

そこでと うとう、 二人 は 秤に 懸 つてし まった。 

先ず 黒 塚 氏が 六 六. 一 〇〇 瓧。 続いて 洋吉 氏が 四 

Ji- 「 キ コ 

四 • 五八 〇 瓧。 合計 一 一 〇 • 六 八 〇 瓱。 

「義兄さん の 体重 も、 お知りになる 必要が あるんで 

しょう？」 

洋吉 氏が 云った。 

「深 谷 氏ので すか？ ええ、 是非 ひとつ」 

「恰度い いです よ。 姉の 『家庭 日記』 に、 一 月 毎の 記 

録が ある 害です から」 



そう 云って 洋吉氏 は、 主 館へ 向って 大声で 女中に 命 

じた。 

間もなく 上品な 装幀の 日記帳が 届けられた。 洋吉氏 

は 早速 頁 を 捲く る。 

「ええと、 これ は 先月 …… これこれ、 恰度 三日 前の が 

記入して あります」 

キロ 

「はは あ、 五三 ニニ 四 〇 瓧 です ね …… あ、 この 三 八- 

キロ 

ニニ 〇 瓱と云 うの は？ ああ 奥さんの ですな。 いや ど 

う も、 有難う ございました」 

東屋 氏の 語尾が 掠れる ように 消える と、 瞬間、 緊張 

した、 気不味い 沈黙が やって来た。 



東屋 氏 は それとなく 身 を 反らして 数字 をノ — ， r へ 記 

入しながら、 素早く 引算 をす るら しい。 私 も 戸外 を 見 

るよう な 振り をして、 大急ぎで 暗算 を 始める。 例の 一 

キロ キロ 

九 〇 • 九 二 〇 瓱 から 深 谷 氏の 五三 • 三 四 〇 瓧を 引く と 

キロ 

…… 一 三 七 • 五八 〇 瓧 —— これが 例の 深 谷 氏の 二人の 

同乗者の 重量 だ。 ところが 黒 塚、 洋吉 両氏の 合計 は 一 

キロ キロ 

一 〇 . 六 八 〇 瓧。 同乗者の 乗 量より 一 一六 • 九 〇〇 瓱も 

少ぃ。 —— 昨夜 深 谷 氏と 共に ヨットへ 乗って いたの は 

黒 塚、 洋吉の 両氏で はない。 私 は 何故か 軽い 失望 を覚 

えて 東屋 氏 を 見た。 すると 彼 は、 黙って ノ ー トをポ 

ケット へ 仕舞って、 静かに 外の 芝生の ほうへ 歩き 出し 
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東屋 氏の 言葉に 従って 重 心 板が 海の 底へ 触れない 

ように、 なるべく 深味のと ころ を 選んで 私 は 船 を 着け 

た。 

恰度 私達が、 しっとり した 岸の 上へ 降り 立った 時に、 

「シ イツ 」 

と 東屋 氏が、 不意に 私 を 制した。 

しじ ま 

辺りが 恐ろしい ほど 静かに なった。 と、 その 静寂 を 

破って、 遠く、 低い、 木の 枝 を 踏みつける ような、 或 

あし かす 

は 枝の 葉 擦れの ような、 慌 だしい 跫 音が 私の 耳 を 掠め 

去った。 誰かが 大急ぎで、 密林の 中 を 山の 方へ 龃け込 

んで 行く の だ。 



「誰れ だろう？」 

私 は 東屋 氏 を 振り返った。 が、 彼 はもう 跫音 などに 

は 頓着な く、 五 米突 ほど 隔てた 岸に 立って、 黒い 粘土 

の 上 を 指差しながら 私へ 声を掛けた。 

「 一 寸 見に 来た まえ」 

そこで 私 は 東屋 氏の 側へ 歩み寄って、 指差された 地 

上へ 眼 を 落した。 水際の 粘土質から 草地の 方へ 掛けて、 

引つ こすった ような 無数の 妙な 跡が ある。 確かに 足跡 

を 擦り 消した^ だ。 

「昨晩、 キャプテン 深 谷 氏 を 殺した 男 達の 足跡 だよ。 

それ を、 いま 密林へ 逃げ込んで 行った 男が 消した わけ 



見 給え。 もしも 犯人が 外部の 者だった なら、 何故 僕達 

が 鳥 喰 崎へ 来る こと を 早く も 知った リ、 足跡 を 消した 

り なぞし たんだ。 …… 犯人 は、 間違い もな く、 深 谷 家 

い ま 

に 現在い る 人々 の 中に ある」 

「成る 程。 じゃあ やっぱり、 現在 深 谷 家に いる 人々 の 

中に、 昨夜 深 谷 氏の 恐れて いた 奴が いるんだ ね？」 

「そう 考える から 六ケ 敷くな るんだ よ。 なにも 深 谷 氏 

の 恐れて いた 奴が、 必ずしも 犯人 だと は 限るまい」 と 

東屋 氏 は 改まって、 「 …… とにかく、 この辺に、 白 鮫 号 
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の 重 心 板が 喰い 込んだ 跡が ある 害 だ」 

そこで 私達 は、 洽 S 干潮で 薄 穢ぃ泡 を 満潮 線へ 残し 



たま ま 海水の 引いて しまった 水際へ 屈み込んで、 どろ 

どろした 泡 を 両手で 拭い 退け はじめた。 この 仕事 は 確 

かに 気持が 悪かった。 が、 間もなく 私達 は、 干潮 線の 

ひた インチ 

海水に 三分の 一 程 浸った 幅 一 吋 程の 細長い 窪み を 発 

見した。 そして その 窪みから 一 呎 程のと ころに、 海 

ながみ る 

の 底が 岩に なって いて、 深緑色の 海草、 長 海松の 先端 

が 三 四 本鏈れ たように ちょろちょろと 這い 出て いた。 

センタ— . ボ— ド 

「これで 見る と、 この 重心 板の 窪み は、 昨晩の 満潮 

時に つけられた ものだね。 昨晩の 満潮 時と 云う と、 恰 

度 十二時 頃 だ。 さあ これでよ し。 今度 は、 足跡の 方向 

を 尋ねて 見よう か」 



ろう？ こんな 貝 を、 しかも こんなに 沢山 集めて、 何 

ん にしようと 云う のだろう？ そしてな によりも、 何 

さ つ き 

故 先刻 この 木立 を 逃げて 行った 人間 は、 我々 にこん な 

もの を 見られた くな か つたの だろう 9 」 

東屋 氏 は、 そのまま 暫く 考え込んで しまった。 が、 

やがて 因った ように 顔 を 上げる と、 急に 元気の ない 調 

子で、 

「 …… どうも 僕 は、 いままで 大変な 感 違い をして いた 

らしい」 

「と 云う と？」 

「いや …… 後で 話そう。 とにかく、 もう 此処 はこれ で 



沢山 だ。 引き揚げよう」 とそれ から マべ 貝の 詰った 桁 

網の 上へ 屈みながら、 

「済まない が、 君 も 手伝って くれ 給え。 こいつ は 大事 

な 証拠 品 だから」 

私 はなん のこと だか 判らぬな がら も、 取敢ず 彼の 申 

出に 従った。 やがて ひどく 重い その 荷物 を 二人して 

やっと こ 提げながら 先程の 小 池の 岸へ 出て 来た 私達 は、 

其処で ァセチ リン. ランプ を も 荷物の 中へ 加えて、 間 

もな く 元の 海岸へ 出た。 

重い 荷物 を 白 鮫 号に 積み込んだ 私達 は、 この 吹き 溜 

とも づな 

りに は 風がない ので、 岸 伝いに 白 鮫 号の 艫 綱 を 引つ 



節される と、 白 鮫 号 は 静かに 走り出した。 

シガ I レット 

東屋 氏 は 紙 巻に 火 を 点ける と、 舵手の 私に 向って 

口 を 切った。 

「やっぱり そうだ。 僕 は 今まで 大変な 誤謬 を 犯して い 

さ つ き 

たよ。 つまり、 先刻 この 浮力の 実験 をした 時に、 僕 は、 

昨夜 この 白 鮫 号に 深 谷 氏 も 加えて 三人の 人間が 乗って 

いたと 断定した ね。 あれが そもそも 過失なん だ。 勿論 

重量の 一九 o 瓱 強と 云う の は 間違って はいない さ。 た 

だ 人間の 頭数 だ。 人間の 頭数が 三人で はない と 云 うん 

だ。 では 何人 か？ 二人 だ。 勿論、 一九 〇 瓧と 云う 重 

量 は、 二人の 人間の 重量と して は ひどく 重過ぎる。 そ 



「いや 君、 ところが この 事件 は、 それで チョンになる 

ような 単純な もので はない よ。 犯人 は 間もなく 判る さ _ 

だが それ は、 この 事件の 大詰めで はない。 例えば、 ま 

ず あの 『明日の 午後 だ。 明日の 午後まで だ、 きっと こ 

こまで やつ て 来る』 と 云う 怯える ような 深 谷 氏の 独 言 

を 思い出し 給え。 いったい 深 谷 氏 はなに を そんなに 待 

ち 恐れて いたのだろう 9 …… ここで 深 谷 氏の、 奇妙な 

日常生活 も 一応 考えねば ならん。 そして 又、 桁 網で こ 

んな貝 を こんなに 沢山 拾い集めて なに をしょう と 云う 

のだろう ヮ ね、 いくら 深 谷 氏 だって、 まさか 『こ 

れも儂 の 趣味 じ や』 なんて 云えまい て …… 」 



東屋 氏 はそう 云って、 苦々 しく 紙 巻の 吸い さし を 

海の 中へ 投げ込んだ。 

まとち 

真 艫に 強い 疾風 を 受けた 白 鮫 号 は、 矢の ように 速く 

鳥 喰 崎を迂 廻す る。 陰気な 雲 は 空 一 面に どんより と 押 

し 詰って、 もう 太陽の 影 も 見えない。 

それから 程なくして 深 谷 邸に 帰り 着いた 私達 は、 重 

い 荷物 を 提げて 崖 道 を 登 つ て 行 つ た。 

私達の 留守の 間に 先発の 警官 達が 着いた と 見えて、 

おも- P 

崖 道 を 登り詰め ると、 顔馴染の 司法 主任が 主 館の 方 か 

ら 笑いながら やって来た。 



かすかに 希望が 浮ぶ。 そして 追々 に 明るく、 強く、 自 

IJ 一 n >. 」 茼 ち て 

「判りました か？」 

司法 主任が 云った。 

「判りました」 

「犯人 は 誰です？」 

「犯人 は …… 」 

云い かけて 東屋 氏 は、 

「 一 寸 待って 下さい」 

と 今後 は 私の 肩 を 叩いて 笑いながら、 

「君 は、 判った かい？」 



て くれた。 

「判って いられたなら、 さっさと 云って 下さい」 

司法 主任 だ。 

「 一 寸 待って 下さい」 

と 今度 は 私が 遮った。 —— こうな つたら 意地で も 計 

算 しなければ ならん。 間違わぬ ように …… 

キロ 

—— 先ず、 問題の 一 九 〇 • 九 二 〇 瓧 から、 深 谷 氏の 

キ a キロ 

五三 ニニ 四 〇 瓱を 引く …… すると、 一三 七. 五八 o 瓧 

だ。 さて 今度 は、 これから この マべ 貝 や ランプの 七 

一 . 四 八 〇 瓱を 引く …… ええと …… 六 六 • 一 〇〇 瓧だ。 

キロ 

六 六. 一 〇〇 瓧— …… はて、 なんだか 覚えの ある 数字 



五 

「違う 9 …… 冗談 じゃあない」 

私 は 思わず 吹き出した。 

「全く、 冗談 じゃあな いよ」 

と 東屋 氏 は 大真面目 だ。 

そこで 私 は、 いささかむ ッ として、 

「君 こそ 計算違い だ」 

「どうして？」 

キロ 

「だって、 いい かい …… 一九 〇• 九 二 〇 瓧 から、 深 谷 



氏と この 荷物の 重量 を 引けば、 六 六 • 一 〇〇 瓧じ やな 

いか。 そして これ こそ は、 まさに 黒 塚 氏の 体重 だ。 し 

かも、 ピッ タリと 合う …… 」 

「だから 違 うんだ よ」 

と 東屋 氏 だ。 

「何んだ つ て？」 

「何んでも ない さ」 と 東屋 氏が 始めた。 

r つま リ、 ピッ タリ 合う から、 違 うんだ。 判る だろう？ 

…… 成る 程、 君の 算術に は 間違い はない。 が、 君 は、 

算術と 現実と をゴッ チヤに してし まった。 だからい け 

な いんだ。 ね、 考えて 見 給え。 僕達 は、 昨夜 犯行 当時 



いま、 引算の 結果が 黒 塚 氏の 体重に ピッ タリ 合った 時 

に は、 僕 は 全くび つくりした。 実に 見事な 偶然 だよ。 

余りに 見事 過ぎて、 君 は 罠に 引っ掛か つたの だ」 

「じゃあい つたい、 犯人 は 誰です」 

司法 主任が 云った。 

東屋 氏 は 私の 手から ノ ー トを 取る と、 

「六 五 • 二 〇〇 瓱の 下男の 早 川です」 

すると 司法 主任 は 浮き腰に なり、 

し ま 

「下男 9 —— 失敗った。 そいつ は 私達の 着く 前に、 町 

の 郵便局まで 出掛けた そうです」 

「郵便局？」 



私達 を 前にして 椅子に 腰掛けた 東屋 氏 は、 劈く よ 

うな 嵐の 音の 絶え間 絶え間に、 落着いた 口調で 事件の 

真相 を 語り はじめた。 

「まず、 兇行の 行われた 当時の 模様 を、 大体 私の 想像 

に 従って、 簡単に 申 上げましょう。 —— 昨晩の 十二時 

頃、 恰度 満潮 時に、 海流瓶で 殴り殺された 深 谷 氏の 屍 

体と、 加害者の 早 川と、 例の 奇妙な 荷物 を 乗せた 白 鮫 

号 は、 あの 無気味な 鳥 喰 崎の 吹 溜りへ 着きます。 船底 

の 重心 板 は 粘土質の 海底に 接触し、 舵 板の 蝶番に は 

なか^る 厶な ベリ 

長 海松が 少しば かり 絡みつ き、 そして 舷側の 吃水 線に 

は、 一 様に 薄穢ぃ 泡が 附着し ます。 さて、 そんな 事 も 



知らないで 下男の 早 川 は、 荷物 を 岸に 投げ 降ろし、 深 

谷 氏の 屍体 を 海中へ 投げ込んで 船尾へ 口— プで 結びつ 

けます。 そして、 岸 伝いに 白 鮫 号 を 引 張って 入江の 口 

まで やって来 ると、 帆と 舵 を 固定して、 船 を 左 廻りに 

沖へ 向けて 放流し ます。 それから 早 川 は 元の 場所に 

戻って、 荷物 を 引きずって 草地へ 這 入ります。 草地の 

奥の 小さな 池の 岸に ァセチ リン • ランプ を 置き、 池の 

中へ 桁 網に 詰めた マべ 貝 を 浸す と、 犯人 は そのまま 陸 

伝いに こっそり 深 谷 邸へ 帰ります。 一方、 深 谷 氏の 屍 

体 を 引 張った 白 鮫 号 は、 一旦 沖へ 走り出し ますが、 御 

なぎ 

承知の 通り 昨晩 は ffl でした ので、 犬 崎から 折れ 曲って 



そして その 謎 は、 最初 この 事件の 解決に 当って、 割合 

に 単純な - j の 殺人事件 を 頗る 複雑 化した と - J ろの 代物 

なんです。 例えばまず 第一に、 不明瞭な この 事件の 動 

機です。 そして 昨晚 ラジオの 演芸 時間の 始まる 頃から、 

急に 変ら れた深 谷 氏の 妙な 態度 —— し かも 夫人 は、 深 

谷 氏の 怯える ような 独 言 を 聞かれました。 いったい 深 

谷 氏 は 『明日の 午後』 つまり 今日の この 午後までに、 

なに を 待ち 恐れて いたのでしょう？ そして 又 桁 網に 

いっぱい 詰った マべ 貝 —— しかも 早 川 は、 私達に それ 

を 見られる こと を ひどく 恐れて いました 。 更に 又、 

夜中に ヨットへ 乗る 深 谷 氏の 奇癖。 そして、 むっつり 



東屋 氏 は、 書式 張った 商業 書類ら しい 紙片 を 数枚 取 

リ 出しながら、 

「これ は、 この 戸棚の 書類 金庫から 一寸 拝借した もの 

です。 頗る 略式 化した 一 種の 商品 受領証と 云った よう 

な ものです ね。 欧文です。 で、 文中 商品の 項に 青 提灯 

とか、 赤提灯と かしてあります が、 勿論 これ は 真珠 を 

指し示して いるので す。 そして、 この 下の 処に、 T- 

W • W —— として あるの が、 荷受 人の サインです。 お 

判りになります か？ つまり 深 谷 氏 は、 早 川と 共謀し 

て、 外人 相手に 真珠の 密造 並 に 密売 をし て いられたん 

です。 そして、 この 七 枚の 書類の 日附け を、 深 谷 夫人 



群が、 折からの 日差しの 中に 慌 だしく 舞い 上り、 そし 

て その 岬の 彼方の 沖合に は、 深 谷 氏の 片足 を もぎ 取つ 

た 奴であろう、 丈余に 亙る 暗 灰色の 大鱔 が、 時々 濡れ 

た 背中 を 鋭く 光らしながら、 凄じい 飛沫 を 蹴立てて 疾 

走して いた。 

(「新 青年」 昭和 八 年 七月 号、 「白 鮫 号の 殺人事件」 を 

改題、 改稿) 
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